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第三章以下「疑問表現の情意J I疑問表現の否定J I疑問表現の推量J I疑問表現の推移」の四章は，
現象の全体像にとって重要と思われる種々の側面ごとに視座を据えた章である。第七章，第八章は広
義の疑問表現の周辺に位置する問題に取り組んだものであるO それぞれが論者の独自の立場がいかに
有用であるかを示すものとなっているO もちろん，それらをいかにして総合してゆくかは今後の課題
とすべきであるO
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第九章以下は，論者が不確定成分と名づけた表現をめぐる研究である0 従来，不定詞の名において
なされてきたいくつかの研究があるけれども，特定方式との相互関係や疑問表現との関連をよく配慮
した上での第九章の秩序立ては，本論独自のものであり，多数集めた種々の具体例を通しての分析結
果には，従来の研究からは洩れていた細部の現象の指摘や現象の相互関係についての新たな位置づけ
を示した点が少なくなし、。第十章以下は不確定成分に関わる種々の側面ごとに論じた章で， それぞれ
に論者の新見が示されているO
なお，疑問表現をどのように考えるべきかについては問題も多い。特に論者のいう不確定成分を疑
問表現とどのように関わらせて考えるかについては，論者とは別の立場をとる研究者もあろう。本論
文が対象とした疑問表現とその周辺という対象領域は意味論的に興味深い多様性を呈する領域であるo
その多様性は解釈上の問題としては旧知に属するものの，その多様さをもたらす大きな原因とも言え
る詠嘆・反語の表現や不確定成分のありようについては，それを疑問との関わりにおいて組織的かっ
精密に捉えようとする試み自体稀であり，いわば周辺のやっかいな問題として，研究対象としては避
けて通られがちであった。その意味で，本論文は，あえてその困難な問題に挑戦し，全体的な説明を
なしとげた最初の論文として高く評価されよう。
本論文は，すでに述べたように，文法上，対象範囲上，未開拓な分野についての研究で、あるから，
従来の研究論文から用例を参照することは困難である。大部分の章における考察は，各時代の広範な
資料から論者自身が自分の立場で収集した文例によって行われたものである。本論文の内容にもっと
も適切な文例を集めることには十分な検討と多くの時間がかけられているのであるO 従来このような
研究の行われなかった理由の一つは，ここで対象とされるような例文が辞書索引などを用いて容易に
引き出せるようなものではないところにもあるのであり，その点での論者の努力もそれなりに評価さ
れるべきであろう。
もちろん，以上述べてきたことでも分るように，今後に残された課題も多い。論者が，通史と名付
けたことも，論者の謙虚さの反映というだけではなし、。上代から現代にわたる文法史としてまとめる
にはなお検討すべき問題が多く残されており，現在は一つの見通しを示す段階であるという論者の判
断も窺える。構文論的・表現論的に文法史を考えるということも始まったばかりであり，疑問表現史
を考える立場にもいろいろな考え方があろう。
しかし，このように残された課題も多いが，本論文は，疑問表現を例として，構文史的，表現史的
に文法史を考えるという新しい方法論を確立するとともに，疑問表現の歴史を論者の立場で上代から
現代まで見通してその方法論を実践し，その有効性を示した最初の論考であり，学位申請論文として，
十分な価値を有するものと認定するO
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